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女性活躍の機会を
　　 もっと広げたい
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　元は電線会社で道路用止水

材の研究開発をしていました。

“もっと深く，広く，建材を研究

したい”という思いが募り，28歳

でフジタ工業（現・フジタ）に転

職しました。技術研究所の配属

となり，塗料や樹脂製の型枠，

自然に消える墨出し用のペンな

ど，さまざまな建材や道具の開

発に携わりました。製品の実用

化ができる度に嬉しい気持ちに

なりましたね。若い頃は研究や

家事，育児にと，いつも何かに

追われていた感じでした。

　入社15年後に，工事現場での

指導や技術提案を行う，本社技

術部へ異動しました。防水材や

防水工法はそこで本格的に覚え

ました。

　防水工事は，どんなに性能が

良い材料でも，適切に施工しな

ければ，充分な能力を発揮でき

ません。そういう意味では建築

施工者目線で考える
材料は製造開発と施工者との

チームワークによって成り立つ

ものだ強くと感じました。

　2013年度に，女性が働きやす

い建設業界にしていくため，日

本建築仕上学会企画事業委員会

内に「女性ネットワークの会」を

立ち上げました。子供を育てな

がら働く大変さを身にしみて感

じていましたし，その時は世の中

で女性の管理職を増やそうとい

う動きが進んでいました。発足

当時のメンバーは５人。日本建築

仕上学会の学会誌『FINEX』へ

の連載が初めての活動でした。

　当時，女性技術者は大変少な

く，会社の枠を越えた交流が必

要と考えました。

　定年間近になって，技術セン

ターに再配属となり，また研究

開発に携わるようになりまし

た。還暦を過ぎて研究や開発に

携わっているとは，入社当時は

チャンスがある時代

夢にも思いませんでした。せっ

かく研究を続けるチャンスに恵

まれたのですから，残りの時間，

精一杯取り組んでいきたいと思

います。

　日本建築仕上学会女性ネッ

トワークの会は，今年は会員が

30人まで増え９年間の活動記録

を展示するパネル展も開催しま

した。来年は10周年ですので，

まだまだやりたいイベントがた

くさんあります。

　また，建設業界の女性には，

自身が中心となってデジタル化

を推進していってほしいです。

意見を持ち，どんどん提案し，業

務の革新を行える立場になって

ほしいと思いますし，それが可

能な時代だと思います。
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